
 

学校番号 1207 

令和２年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂 新編化学 （東京書籍株式会社） 

副教材等 サンダイアル 化学の徹底暗記ドリル（新興出版啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決能力と科学的な時事問題において正しい判断

力を育てる」人と物質について「元素・原子」、「化学反応」、「酸化還元」という３つの視点

を見ると、どのように見えてくるのか？どのように判断し、行動すれば人と自然を大切にし、正

しい知見に則り、様々な物質と関わっていくことができるのか？この２つの問題を常に意識し

て、学び、考え続けてください。 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、化学的に探究する能力と態度

を身につけるとともに、化学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。

反復練習、小テストなどを行い、元素記号、化学反応式を書けるようにする。具体的な事例をできる

だけ多く提示し、日常生活や社会との関連を図りながら身近な物質を扱うことにより化学に対する興

味を育て、科学的に探求する能力を高めるように留意する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心や探求心をもち，意

欲的にそれらを探究

しようとするととも

に，科学的態度を身に

付けている。講義形

式，実験形式いずれの

授業においても集中

力を保つ。 

自然の事物・現象の中

に問題を見いだし，探

究する過程を通して，

事象を科学的に考察

し，導き出した考えを

的確に表現している。

授業の成果をいかして

社会や生活との関連を

考えられる。 

観察，実験を行い，

基本操作を習得する

とともに，それらの

過程や結果を的確に

記録，整理し，自然

の事物・現象を科学

的に探究する技能を

身に付けている。実

技を的確に行える。 

自然の事物・現象に

ついて，基本的な概

念や原理・法則を理

解し，知識を身に付

けている。学んだ内

容が関連付けて整

理され定着してい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
質
の
状
態 

物質の状態 

気体の性質 

溶液の性質 

化学結合と固体の構造 

 

 

 

 

 

 

○    a: 物質の三態と状態変化に関心を持ち、

意欲的に探究しようとする。 

b:状態変化とエネルギーの関係について

考察し、導き出した考えを表現してい

る。 

c:状態方程式に関する探究活動を行い、

化学的に探究する方法を習得するとと

もに、それらの過程や結果を的確に記

録、整理している。  

d: 気体の物質量・温度・体積・圧力にど

のような関係があるかを理解し、それ

についての知識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

化
学
反
応
と 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

化学反応と熱・光 

電池と電気分解 

 ○   a:化学反応とエネルギーについて関心を

もち、意欲的に探究しようとする。 

b:化学反応の仕組みを理解し、様々な化

学反応における熱量を考察し、導き出

した考えを表現している。 

c:反応速度と触媒について探究活動を行

い、化学的に探究する方法を習得する

とともに、それらの過程や結果を的確

に記録、整理している。 

d:さまざまな電池のしくみについてきち

んと理解し、知識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

化
学
反
応
の 

速
さ
と
平
衡 

化学反応の速さ   ○ ○ 

２
学
期 

化学平衡 

水溶液中の化学平衡 

    

無
機
物
質 

周期表と元素 

非金属元素の単体と化合物 

典型金属元素の単体と化合物 

遷移元素の単体と化合物 

○ ○   a:周期表と元素について関心をもち、人

間生活との関わりについて意欲的に探

究しようとする。 

b:有機化合物の特徴について探究活動を

行い、事象や結果を考察し、導き出し

た考えを表現している。 

c:気体の発生について観察、実験、資料

収集などを行い、基本操作を習得する

とともに、それらの過程や結果を的確

に記録、整理している。 

d:高分子化合物と人間生活の関わりを理

解し、知識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 有
機
化
合
物 

有機化合物の特徴と構造 ○ ○ ○ ○ 

３
学
期 

合成高分子化合物 

高分子化合物と人間生活 

    

 

※表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


